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2018年4月3日 

報道関係者各位 

デジタルアーツ株式会社 

情報セキュリティメーカーのデジタルアーツ株式会社（本社：東京都千代田区、代表取締役社長：道具 登志夫、以下 

デジタルアーツ、証券コード 2326）は、さいたま市教育委員会（所在地：埼玉県さいたま市、教育長：細田 眞由美、以下 

さいたま市教育委員会）において、児童生徒が自殺関連サイトへのアクセスを試みた際に学校側が即座に対応できる

仕組みが「i-FILTER」のアラート通知と警報装置との連動によって実現されたことを発表いたします。 

埼玉県さいたま市は、全国的にも ICT教育に力を入れている自治体として知られています。その施策の中心を担って

いるのが、さいたま市教育委員会 学校教育部 教育研究所です。同研究所は、さいたま市の市立小学校や市立中学校、

特別支援学校で行われる教育内容の研究や提言、教職員に対する研修の企画・実施などを通じて、同市における教育

施策をさまざまな面からバックアップする役割を担っています。 

そうした取り組みのひとつに、インターネットにアクセス可能な教育用コンピューターの「Web フィルタリング」も含まれ

ています。 児童生徒が自殺に関連するサイトにアクセスしたことを検知した際には、単にアクセスをブロックするだけ

でなく、迅速に適切なケアを施す必要があります。東日本電信電話株式会社からのご提案により、教育用コンピュータ

ーから自殺関連サイトへのアクセスを検知・ブロックした際に、併せてメールで同研究所の担当者に通知し、メールの受

信を契機に警灯、警報を鳴らしてくれるコミュニケーション端末と連動し、オフィス内にいる全職員に音声でリアルタイム

通知する仕組みを実現しています。 

<「i-FILTER」と警報装置の連動イメージ> 

「i-FILTER」と警報装置を連動させ、 
さいたま市教育委員会へ導入 

～子どもたちの命の危険にいち早く対処できる体制を 

「i-FILTER」のアラート通知と警報装置を連動させて実現～ 



   

 

PRESS RELEASE 

2/2 

この警報装置によるリアルタイム音声通知の仕組みの導入により、通知メールが届くと直ちに警告が大音量で鳴り、

それに即応して職員が該当する学校の教頭先生に電話を掛けて、すぐコンピューター室に急行して自殺関連サイトへ

のアクセスを試みた児童生徒を特定してもらいます。このような生徒への配慮、即応体制の整備及び警報装置の導入

を全校の校長や教頭にあらゆる場を通じて徹底周知させた結果、それまで年々増加傾向にあった通知メール数が一転

して減少する効果が出ています。 

 

デジタルアーツでは、今回の取組みにより、社会問題となっている児童・生徒のいじめ・自殺が深刻な状況になる前

に、学校内の「Webフィルタリング」を通じてSOSを出している児童・生徒を発見し、教育委員会、教職員の皆様にいち早

く通知することで、問題発見・解決に向うことを願っております。 

 

デジタルアーツでは、安全なインターネット社会の実現を目指し、インターネットアクセスに伴う危険を未然に防止す

る「Webフィルタリング」の提供を通じて、全国の教育機関や関係各署と協力し、今後も引き続き迅速な対応を実施してま

いります。 
 

【さいたま市教育委員会の導入事例の紹介ページ】 

http://www.daj.jp/es/case/case63/ 
 
 
 

 

■ 「i-FILTER」ついて  http://www.daj.jp/bs/i-filter/ 

「i-FILTER」は、標的型攻撃を始めとした外部からの攻撃対策と、組織内部からの情報漏洩対策の両方を 1つの製品で実現
する、プロキシ型のWebセキュリティソフトです。国内におけるWebフィルタリングソフトのベンダー別売上金額シェア（2015年
度）において No.1を獲得しました（2016年6月 株式会社アイ・ティ・アール発行「ITR Market View：サイバー・セキュリティ対策
市場 2016」）。業界最大級の Webフィルタリングデータベースで、未登録の URLを悪性 URL として Web経由の標的型攻撃を
ブロックする安全なwebの世界を実現します。また、同データベースを利用して業務中の閲覧が不適切なWebサイトのアクセ
スブロックや、Webメールの利用や掲示板の書き込みなどといった、Web経由の情報漏洩も防ぐとともに、その内容を記録・確
認・保存することが可能なため、内部統制対策としても有効なソリューションです。 

 

■ デジタルアーツについて  http://www.daj.jp 

デジタルアーツは、フィルタリング技術を核に、情報セキュリティ事業を展開する企業です。製品の企画・開発・販売・サポー
トまでを一貫して行い、国産初の Web フィルタリングソフトを市場に出したメーカーならではの付加価値を提供しています。  
また、フィルタリング製品の根幹を支える国内最大級の Web フィルタリングデータベースと、世界 27 の国と地域で特許を取得
した技術力が高く評価されています。国内でトップシェアを誇る Web フィルタリングソフトとして、家庭及び個人向け        
「i-フィルター」・企業向け「i-FILTER」「i-FILTER ブラウザー＆クラウド」を提供する他、企業向けとしてゲートウェイ型電子   
メールセキュリティソフト「m-FILTER」、クライアント型電子メール誤送信防止ソフト「m-FILTER MailAdviser」、セキュア・プロキ
シ・アプライアンス製品「D-SPA」、ファイル暗号化・追跡ソリューション「FinalCode」を提供しています。 

※ デジタルアーツ/DIGITAL ARTS、ZBRAIN、アイフィルター/i-フィルター/i-FILTER、m-FILTER/m-FILTER MailFilter/m-FILTER Archive/m-FILTER Anti-
Spam/m-FILTER File Scan、D-SPA はデジタルアーツ株式会社の登録商標です。 

※ FinalCode はデジタルアーツグループの登録商標です。 
※ その他、上に記載された会社名および製品名は、各社の商標または登録商標です。 

 

http://www.daj.jp/es/case/case63/
http://www.daj.jp/

